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濃
煙
テ
ン
ト
で
煙
の
中
の
状
態
を
体
験
す
る
児
童
。

平
成
17
年
の
ま
ち
の
出
来
事

■
１
月

■

１
日

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
明
和
分
署
が
明
和
消
防
署
に

改
変

大
淀
海
岸
で
初
日
の
出
を
見
る
会
。
約
８
０
０
人
が
参
加

９
日

中
央
公
民
館
で
成
人
式
。
３
０
４
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

新
年
の
空
を
彩
る
、「
新
春
た
こ
揚
げ
ま
つ
り
」

16
日

防
火
・
防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
消
防
団
の
出
初
め
式

23
日

第
47
回
町
駅
伝
大
会
。
地
区
対
抗
は
明
星
チ
ー
ム
が
優
勝

29
日

大
淀
・
下
御
糸
海
岸
護
岸
沿
い
を
中
心
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
34
㌧
の
不
法
投
棄
ご
み
を
、
１
５
０
人
が
分
別
作
業

■
２
月

■

13
日

中
央
公
民
館
で
第
１
回
明
和
音
楽
祭

20
日

斎
宮
歴
史
博
物
館
ふ
る
さ
と
広
場
で
い
つ
き
の
み
や
梅
ま

つ
り
。
５
０
０
人
が
参
加

■
３
月

■

９
日

第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
１
１
８
億
円
８
０
９
０
万
円

の
当
初
予
算
な
ど
決
ま
る
（
〜
24
日
）

13
日

斎
王
ま
つ
り
の
配
役
選
考
会
で
、
91
人
の
配
役
が
決
ま
る

16
日

明
和
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定

■
４
月

■

11
日

役
場
東
側
に
明
和
交
番
が
開
所

社
会
福
祉
協
議
会
障
害
者
通
所
授
産
施
設
あ
り
ん
こ
が
オ

ー
プ
ン

30
日

公
民
館
講
座
の
開
講
式
。
受
講
生
は
延
べ
１
２
４
７
人

■
６
月

■

４
日

神
に
仕
え
た
斎
王
を
し
の
ぶ
第
23
回
斎
王
ま
つ
り
。
５
万

５
０
０
０
人
が
王
朝
絵
巻
の
再
現
に
酔
い
し
れ
る
（
〜
５

日
）

14
日

第
２
回
町
議
会
定
例
会
で
補
正
予
算
な
ど
可
決（
〜
17
日
）

木
戸
口
眞
澄

明
和
町
長

新新
年年
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

設
置
し
ま
し
た
。
「
明
和
交
番
」

や
「
明
和
消
防
署
」
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
頂
き
、
「
人
々
が
安
心

し
て
住
め
る
町
づ
く
り
」
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。幼

い
命
が
狙
わ
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。
幼
保
小
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
の
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
明
和

町
の
明
日
を
担
う
若
い
人
々
の
育

成
こ
そ
が
、
わ
が
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

明
和
町
は
誕
生
し
て
48
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
人

た
ち
が
努
力
さ
れ
、
尽
力
さ
れ
た

「
明
和
の
歴
史
と
文
化
」
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
ぎ
、
よ
り
豊
か
な

も
の
と
し
て
、
次
代
へ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
、

ま
ず
も
っ
て
祈
念
い
た
し
ま
す
。

近
年
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、

厳
し
い
状
況
が
次
か
ら
次
へ
と
巡

り
き
て
い
ま
す
。

国
際
的
に
も
苦
難
に
満
ち
た
政

治
状
態
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い

ま
す
。

地
震
・
津
波
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

台
風
な
ど
も
私
た
ち
の
心
胆
を
寒

か
ら
し
め
て
い
ま
す
。

比
較
的
災
害
の
少
な
い
わ
が
町

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
災
は

人
智
を
超
え
て
不
気
味
さ
を
伴
い

ま
す
。
今
こ
そ
「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
構
築
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
17

年
４
月
か
ら
「
防
災
防
犯
係
」
を



■
７
月

■

２
日

大
淀
海
水
浴
場
と
大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
が
同
時
オ

ー
プ
ン

16
日

人
権
セ
ン
タ
ー
で
夕
涼
み
会

30
日

「
大
淀
祇
園
祭
」。
夜
に
は
花
火
大
会
も

■
９
月

■

18
日

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
で
十
五
夜
観
月
会
。
１
０
０

０
人
が
参
加

19
日

総
合
体
育
館
で
敬
老
福
祉
大
会
。
１
１
８
８
人
が
参
加

20
日

第
３
回
町
議
会
定
例
会
で
、
決
算
認
定
・
補
正
予
算
な
ど

可
決
（
〜
28
日
）

22
日

明
和
町
事
業
所
設
置
奨
励
制
度
を
施
行

■
10
月

■

１
日

地
域
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
明
和
町
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設

３
日

町
内
５
土
地
改
良
区
が
合
併
し
て
明
和
土
地
改
良
区
に

16
日

明
和
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
開
催

22
日

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
・
西
芝
生
広
場
で
い
つ
き
の

み
や
浪
漫
ま
つ
り
開
催
。
延
べ
３
８
０
０
人
が
参
加

23
日

地
震
を
テ
ー
マ
に
明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
防
災
訓
練

29
日

人
権
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回
交
流
祭
を
開
催
（
〜
30
日
）

■
11
月

■

３
日

中
央
公
民
館
で
青
少
年
の
つ
ど
い
を
開
催

12
日

約
３
０
０
０
人
で
空
き
缶
ゼ
ロ
運
動
。
４
・
８
㌧
が
集
め

ら
れ
る

19
日

総
合
体
育
館
と
中
央
公
民
館
で
町
民
文
化
祭
を
開
催
（
〜

20
日
）

23
日

明
和
ぽ
ち
博
覧
会
を
開
催
。
約
３
０
０
０
人
が
参
加

■
12
月

■

11
日

第
48
回
町
駅
伝
大
会
。
地
区
対
抗
は
斎
宮
チ
ー
ム
が
優
勝

16
日

第
４
回
町
議
会
定
例
会
開
会
（
〜
22
日
）
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新年明けましておめでとうございます。

町民の皆さまには、希望に満ちた新年をすがすがしくお

迎えのことと心からお喜び申し上げます。

新年を迎え、私ども議員一同、決意を新たに明和町発展

のため努力してまいります。

行政の基本姿勢は生活者が起点であり、その上で多様性

に富んだ行政が行われなければなりません。私たち議会と

いたしましても、少しでも皆さまに納得していただけるよ

う、皆さまの貴重なご意見やご要望を伺いながら、議会の

使命と責任を果たし、快適で住みよい町づくりのために最

善の努力をいたす所存であります。

新年にあたり、皆さまのご健康とご多幸を心から祈念い

たしますとともに、今後一層の

ご支援、ご協力をお願い申し上

げまして、ごあいさつとさせて

いただきます。

平成18年１月１日

明和町議会　議員一同

新年のごあいさつ
え
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
市
町
村
合
併

が
進
み
、
三
重
県
も
69
市
町
村
が

14
市
15
町
の
合
計
29
市
町
と
な
り

ま
す
。
「
村
」
と
い
う
名
も
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
は
自
立
し
て
い
き

ま
す
。
日
本
の
原
風
景
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
」
の
良
さ
を
持
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
和

ら
し
く
光
り
輝
い
て
い
き
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
い
く

た
め
に
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。福

祉
・
環
境
・
教
育
の
そ
れ
ぞ

れ
の
充
実
が
町
づ
く
り
の
核
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
文
化
を
高
め
る
こ
と
も

肝
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明
和
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
尊
い
汗
を
流
し
て
い
る
姿

を
見
る
と
き
、
私
は
明
和
町
の
輝

く
未
来
を
信
じ
ま
す
。

人
は
み
な
善
き
性さ

が

な
ら
む
冬
銀
河

眞
澄
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各自治会の協力を得て空き缶ゼロ運動（町、

環境美化推進委員会共催）が11月12日に実

施され、約3,000人の町民が早朝から参加し

ました。

参加者たちは、ごみ袋と金ばさみを手に道

路脇の草むらや溝などに注意しながら、落ち

ている缶や瓶、ペットボトルなどを拾いまし

た。

この日集められた缶などは4.8㌧にもなり

ました。皆さん、ご協力ありがとうございま

した。

全町一斉に空き缶ゼロ運動

めいわ市民活動サポートセンターの法人化

を記念したイベントが12月３日、明和町役

場研修室であり、多くの人が訪れました。

第１部「ハーボのきらきらコンサート」で

は、同センターするする会員の所属する団体

が合唱や楽器演奏を行いました。また、第２

部の記念講演会では、「その力、共にいかそ

う！市民活動（NPO）が根付くまちをめざし

て」と題して、市民フォーラム21・NPOセ

ンター事業企画局長の石井伸弘さんが講演を

しました。

法人化記念イベント

商工会
が同会

員事業
所の紹

介

を通し
て来場

者

との交流
を図り、

商工業
への理

解

を深め
てほし

い

と11月
23日、

明

和 ぽ ち
博 覧 会

（商工会
主催）を

総合体
育館で

開

き、町内
外から約

3,000人
が来場し

ました。

この日は
、町内の

57事業所
と団体が

参加して
、漬物や

中華

料理など
の商品販

売や建設
技術の紹

介などを
実施。同

館駐車

場ではク
レーン車

や消防車
を展示し

、その前
で家族連

れが記

念撮影を
していま

した。ま
た、紙飛

行機を作
って飛距

離を競

う紙ヒコ
ーキコン

テスト、
テレビな

どが当た
る大抽選

会、貝

汁やぜん
ざいの振

る舞いな
ど楽しい

イベント
がたくさ

んあ

り、終日
にぎわい

ました。

明和ぽち
博覧会

4



下御糸小
学校で1

1月27日
、みいと

フェス

タin文化
が開かれ

、同校児
童156人

のほか保

護者や地
域住民な

ど大勢が
集まりま

した。

この日は
、ビデオ

カメラな
どを持っ

た保護

者たちが
見守る中

、各学年
が手話劇

や調べ学

習、ボデ
ィーパー

カッショ
ンなどを

発表。会

場からは
大きな拍

手が起こ
っていま

した。ま

た、双葉
幼稚園児

の歌や先
生たちの

合奏、明

和太鼓保
存会によ

る太鼓の
演奏、児

童会チャ

リティー
バザーな

どもあり
、地域住

民が交流

を深めま
した。

みいとフ
ェスタi

n文化

ふれあい会館で11月23日、上御糸ふれあ

いまつりが開催され、約500人が参加して地

域のまつりを楽しみました。

同館前ではうどんやもちなどの振る舞いが

あり、長い行列ができていました。参加者た

ちは、思い思いの場所でつきたてのもちなど

をほお張っていました。

また、芸能大会では24組がよさこいソー

ランやヒップホップダンスなどを披露。ほか

にもバザーや子どものゲームが行われ、終日

大勢でにぎわいました。

上御糸ふれあいまつり

１月８日に明和消防署南側で行われる新春

たこ揚げまつりに参加して、平和な空へ児童

の願いを込めたたこを揚げようと11月26日、

斎宮小学校で同校３年生87人が保護者たち

とたこを作りました。

この日は、北野凧の会（伊串金市代表）の

会員５人が作り方を指導。「みどりいっぱい」

「みんななかよし」など児童の願いを描いた

約３畳の大きさのたこ８枚に、みんなで協力

してそり糸付け作業と糸目付け作業を行いま

した。

斎宮小児童がたこ作り

水池土器製作遺跡とその周辺で11月20日、

７回目を迎える斎王参向古道まつり（斎王参

向古道まつり実行委員会主催）があり、抜け

るような青空の下延べ1,800人が会場を訪れ

ました。

開会式の後、参宮街道や里山などを通る３

つのコースでウオーキングが行われ、参加者

たちは最長約７㌔を元気に歩きました。

一方会場では、もちつきや斎王ミニ群行、

フリーマーケットなどたくさんの催しがあ

り、訪れた人々でにぎわいました。

斎王参向古道まつり

5
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

グラウンドゴルフ町長杯

第13回明和町グラウンドゴルフ

協会秋季町長杯争奪戦が11月19日、

斎宮歴史博物館南の広場でありま

した。

この日は、44人が参加して８ホ

ールを回り、和気あいあいと競技

が進められました。

なお、同大会の結果は７ページ

をご覧ください。

斎宮幼稚園でもちつき

斎宮幼稚園で12月13日、園児た

ち163人がもちつきをしました。

この日は、園児たちがもちつき

の歌を歌ったり「頑張れ、頑張れ」

と掛け声を掛けたりする中、５歳

児79人が５回ずつきねでもちをつ

きました。

その後、ついたもちにきなこを

まぶし、みんなで食べました。

ボランティア団体が花壇作り

明和町社会福祉協議会でボラン

ティアを行う団体さくらんぼ（下

村禮三代表）の10人が11月15日、

障害者通所授産施設ありんこ西の

通路沿いに花壇を作りました。

この日はれんがで枠を作って土

を入れた後、配色を考えながらハ

ボタンやパンジーなどを植え付け

ました。

町
民
文
化
祭

県
民
文
化
祭
「
囲
碁
の
祭
典
」
で
優
勝

小
俣
町
総
合
体
育
館
で
11
月
20

日
、
三
重
県
民
文
化
祭
「
囲
碁
の

祭
典
」
が
開
催
さ
れ
、
交
流
団
体

戦
で
明
和
町
の
２
チ
ー
ム
が
ブ
ロ

ッ
ク
優
勝
を
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
囲
碁
の
発
展
と

囲
碁
フ
ァ
ン
の
親
ぼ
く
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
た
交
流

団
体
戦
に
は
70
チ
ー
ム
３
５
０
人

が
参
加
し
、
明
和
町
か
ら
出
場
し

た
明
和
ク
ラ
ブ
梅
チ
ー
ム
と
桜
チ

ー
ム
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
皆
さ
ん
は
、
「
中
央

第
31
回
町
民
文
化
祭
が
11
月

19
・
20
の
両
日
、
総
合
体
育
館
と

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
延
べ

６
０
０
０
人
が
訪
れ
て
芸
術
の
秋

を
堪
能
し
ま
し
た
。

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
は
、

５
８
５
人
の
町
民
が
出
展
し
た
絵

画
や
書
道
、
手
芸
な
ど
34
部
門
１

０
６
８
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

作
品
を
鑑
賞
す
る
人
た
ち
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
19
日
に

は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
囲
碁
大
会

が
、
20
日
に
は
芸
能
大
会
が
、
い

ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し

た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
48
組
が

熱
唱
し
、
囲
碁
大
会
に
は
28
人
が

参
加
。
芸
能
大
会
で
は
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
剣
舞
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
37
組

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
観
衆
か
ら
盛

大
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
囲
碁
大
会

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

公
民
館
で
毎
週
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
対
局
を
楽
し
め
た

上
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

明
和
ク
ラ
ブ
梅
＝
西
川
誠
次

（
明
星
）
吉
田
は
な
子
（
斎
宮
）

小
澤
　
明
（
斎
宮
）
西
村
　
勝

（
金
剛
坂
）
重
田
眷
知
久
（
有
爾

中
）
▽
同
桜
＝
潮
田

昭
（
有
爾

中
）
田
端
好
司
（
中
海
）
下
村
恒

幸
（
明
星
）
川
口
佐
太
郎
（
明
星
）

伊
藤
　
撤
（
有
爾
中
）

町
長
杯
＝
①
表
側
節
生
②
吉
田

守
男
▽
教
育
長
杯
＝
①
水
口
忠
久

②
中
瀬
登
三
男
▽
中
央
公
民
館
長

杯
＝
①
西
村
　
勝
②
田
端
好
司

マジックショーの披露。

作
品
を
鑑
賞
す
る
人
た
ち
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年１月号年１月号 広報めいわ　2006年１月号 

町町町町

駅駅駅駅

伝伝伝伝

大大大大

会会会会

23
チ
ー
ム
が
力
走

第
48
回
明
和
町
駅
伝
大
会
が
12

月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の

23
チ
ー
ム
（
地
区
対
抗
６
・
中
学

校
７
・
オ
ー
プ
ン
10
）
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
対
抗
で
は
斎
宮
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
、
☆
印
は
新
記
録
）

【
チ
ー
ム
成
績
】

●
地
区
対
抗

①
斎
宮
チ
ー
ム

（
１
時
間
10
分
44
秒
＝
福
井
健

二
・
田
畑
成
紀
・
加
藤
直
輝
・

小
林
輝
久
・
山
口
勝
司
・
西
場

栄
一
）
②
明
星
チ
ー
ム
（
同
13

分
56
秒
）
③
大
淀
チ
ー
ム
（
同

15
分
16
秒
）
④
下
御
糸
チ
ー
ム

⑤
上
御
糸
チ
ー
ム
⑥
修
正
地
区

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
チ
ー
ム

●
中
学
校

①
☆
陸
上
部
Ａ
（
１

時
間
10
分
19
秒
＝
丸
山
和
志
・

東
谷
直
哉
・
浅
沼
洵
平
・
田
端

健
人
・
浜
田
　
将
・
高
山
純

輔
）
②
野
球
部
Ａ
（
同
18
分
38

秒
）
③
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
同
21
分
49
秒
）
④
野
球
部
Ｂ

⑤
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ａ
⑥
陸
上
部
Ｂ
⑦
男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｂ

●
オ
ー
プ
ン

①
陸
自
久
居
重
迫

（
１
時
間
３
分
48
秒
＝
天
野
秀

紀
・
岡
崎
孝
之
・
坂
倉
真
美
・

稲
垣
忠
史
・
梶
間
郁
哉
・
大
原

英
胤
）
②
自
衛
隊
第
４
中
隊

（
同
４
分
28
秒
）
③
よ
せ
あ
つ

め
Ａ
（
同
７
分
24
秒
）
④
県
庁

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
Ａ
⑤
よ
せ

あ
つ
め
Ｂ
⑥
三
重
電
子
⑦
県
庁

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
Ｂ
⑧
三
重

基
金
マ
ラ
ソ
ン
＆
駅
伝
サ
ー
ク

ル
⑨
近
鉄
明
星
Ｒ
Ｕ
Ｎ
坊
⑩
松

川
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

【
区
間
賞
】

●
地
区
対
抗

▽
１
区
＝
山
口
将

史
▽
２
区
＝
柴
原
清
和
▽
３

区
＝
中
川
　
尚
▽
４
区
＝
小
林

輝
久
▽
５
区
＝
西
川
晃
久
▽
６

区
＝
奥
井
修
次

●
中
学
校

▽
１
区
＝
☆
丸
山
和

志
▽
２
区
＝
☆
東
谷
直
哉
▽
３

区
＝
☆
浅
沼
洵
平
▽
４
区
＝
☆

役
場
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

◇三重スポーツフェスティバル・第10

回三重県小学生クラブ対抗選手権大会

（10月29日・伊勢県営陸上競技場）（敬

称略）

小学３年60㍍走＝⑦乾　颯人、小学４
年60㍍走＝⑥木戸口大介

◇中南勢地区空手道スポーツ少年団大

会（11月６日・総合体育館・参加102人）

（敬称略）

小学２年男子の部＝①森嶋　陸、小学
６年女子の部＝①山本香織、緑帯の
部＝①辻井香歩里、敢闘賞＝田畑茜音
◇軟式野球秋季大会（11月17日・総合

グラウンド・参加６チーム）

①ラッツ②ビースト

◇第13回町グラウンドゴルフ協会秋季

町長杯争奪戦（11月19日・斎宮歴史博

物館南側広場・参加44人）（敬称略）

①岩本和喜②中瀬庄平③向井幸子

◇多気郡軟式野球大会（11月20日・総

合グラウンド・参加６チーム）

①アクターズ

◇松阪少年柔道大会（11月23日・松阪

市武道館・参加200人）（敬称略）

団体戦＝①明和柔道教室（優秀選手＝

倉野由紀・岸本太郎・田上　舞）、個人
戦（小学６年）＝①倉野由紀、個人戦
（中学男子66㌔以下）＝①渡辺大志、個
人戦（中学女子52㌔以下）＝①大野芹

香、個人戦（中学女子52㌔以上）＝①
井尻このみ

スポーツ結果

地区対抗で優勝した斎宮チーム。

田
端
健
人
▽
５
区
＝
浜
田
　
将

▽
６
区
＝
高
山
純
輔

●
オ
ー
プ
ン

▽
１
区
＝
羽
根
正

樹
▽
２
区
＝
山
南
好
弘
▽
３

区
＝
飯
村
貴
史
▽
４
区
＝
稲
垣

忠
史
▽
５
区
＝
☆
大
和
正
直
▽

６
区
＝
大
原
英
胤

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 11月２日 

11月２日 

11月２日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川   

笹笛川  

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.5

7.3

8.0

検出されず 8.0

2.0

5.0

7.3

8.0

6.5

（0.5未満） 

検出されず 
（0.5未満） 

検出されず 
（0.5未満） 



8

け
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
日
時

と
場
所
に
つ
い
て
は
、
「
広
報
め

い
わ
２
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
書
は
、
申
告
受
付
日
以

前
で
も
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
告
書
は
郵
送
で

も
受
け
付
け
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
（
税
務
署
）
と
納
税

は
、
３
月
31
日
（金）
が
期
限
に
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
明

和
町
に
住
所
の
あ
る
人
で
平
成

17
年
中
に
次
の
よ
う
な
所
得
が
あ

っ
た
人

（１）
営
業
等
・
農
業
・
不
動
産
・

利
子
・
配
当
・
譲
渡
・
山
林
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人
（
所
得
が
少

な
い
場
合
や
赤
字
の
場
合
で
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）

（２）
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

①
給
与
所
得
以
外
に
も
所
得
が
あ

っ
た
人
②
雑
損
控
除
・
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
③

勤
務
先
か
ら
明
和
町
に
「
給
与
支

払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
な

平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
、
平
成
18
年
度
町
県
民
税
の

申
告
受
付
期
間
は
、
２
月
16
日

（木）
か
ら
３
月
15
日
（水）
（
土
曜
、

日
曜
を
除
く
）
ま
で
で
す
。
忘
れ

ず
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
申
告

さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
書
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
の
資
料
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
期
限
間

際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
出
掛

い
人

（３）
年
金
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

①
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
所
得
以
外
に
も
所
得
が

あ
っ
た
人
②
社
会
保
険
料
控
除
・

生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料

控
除
・
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
③
所
得
が
な
か
っ

た
人
で
も
住
民
税
申
告
書
が
送
付

さ
れ
た
人

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

よ
い
人
で
も
次
の
場
合
は
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

<

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除>

マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

<

医
療
費
控
除>

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合

<

雑
損
控
除>

災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

<

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
場
合>

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

<

そ
の
ほ
か>

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

や
、
年
末
調
整
を
受
け
た
が
社
会

保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
が
増
え
る
場
合

●
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど

に
該
当
す
る
人
の
範
囲
に
つ
い
て

<

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除>

生
計
を
一
（
い
つ
）
に
す
る
配

偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族
（
６
親

等
内
の
血
族
お
よ
び
３
親
等
内
の

姻
族
）
で
、
合
計
所
得
金
額
が
38

万
円
以
下
で
あ
る
人
（
事
業
専
従

者
は
除
く
）

<

寡
婦
控
除>

①
夫
と
死
別
し
、
ま
た

は
夫
と
離
婚
し
た
後
、

婚
姻
を
し
て
い
な
い
人

で
、
扶
養
親
族
等
を
有

す
る
人

②
夫
と
死
別
し
た
後
、

婚
姻
を
し
て
い
な
い
人

で
、
合
計
所
得
金
額
が

５
０
０
万
円
以
下
の
人

<

寡
夫
控
除>

合
計
所
得
金
額
が
５

０
０
万
円
以
下
で
、
妻

と
死
別
、
ま
た
は
離
婚

し
た
後
婚
姻
を
し
て
い

な
い
人
で
、
総
所
得
金

額
な
ど
が
38
万
円
以
下

の
生
計
を
一
に
す
る
子

を
有
す
る
人

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

●申告時にお持ちいただくもの （申告書・印鑑と下記のもの） 

給与所得者・年金所得者 源泉徴収票 

事業をしている人 収入金額および必要経費が分かるもの 

医療費控除を受けようとす 
る人 

領収書および生命保険などで補てんされ 
た金額が分かるもの（支払った医療費の 
金額などは、事前に「医療費の明細書」 
の用紙に記載してください） 

社会保険料控除を受けよう 
とする人 

国民年金保険料については、社会保険庁 
から送付された「控除証明書」または領 
収書その他の社会保険料については、支 
払金額が確認できるもの 

生命保険料控除・損害保険 
料控除を受けようとする人 

生命保険料控除証明書・損害保険料控除 
証明書 

配偶者特別控除を受けよう 
とする人 

配偶者の所得金額が分かるもの 

寄付金控除を受けようとす 
る人 

控除の対象となる寄付金の領収書または 
証明書 

住宅借入金等特別控除を受 
けようとする人（内容によ 
って右以外に添付書類が必 
要な場合があります） 

１　住民票の写し 
２　住宅の登記簿謄本および 
　　売買契約書の写し 
　（土地も購入された人は、その分の謄 
　　本なども必要） 
３　借入金の年末残高証明書 

所得税の還付申告をしよう 
とする人 

還付金の振込先の口座番号の分かるもの 

 

所所所所得得得得税税税税のののの確確確確定定定定申申申申告告告告
とととと

町町町町県県県県民民民民税税税税のののの申申申申告告告告相相相相談談談談



※
老
年
者
控
除
は
平
成
17
年
分
か

ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
署
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
所
得
税
の
還
付
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
は
次
の
よ
う
な
人
で
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
で
す
。

①
年
金
収
入
が
あ
り
、
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

②
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受

け
た
が
、
社
会
保
険
料
控
除
や
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
が
増
え

る
人

③
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除

や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

④
会
社
を
途
中
で
退
職
し
た
た

め
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

人●
と
き

２
月
８
日
（水）
・
９
日

（木）
・
10
日
（金）

午
前
９
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

9

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年１月号年１月号 広報めいわ　2006年１月号 

●
と
こ
ろ

役
場
研
修
室

●
お
持
ち
い
た
だ
く
物
　
印
鑑
・

源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書

（
送
付
が
あ
っ
た
人
）
・
還
付

金
の
振
込
先
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の
と
、
左
表
の
該
当
す

る
も
の
で
す

※
説
明
会
の
内
容
、
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
松
阪
税

務
署
個
人
課
税
部
門
（
TEL
０
５

９
８-

52-

３
０
２
４
）
へ
。

<

障
害
者
控
除>

次
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

①
児
童
相
談
所
・
知
的
障
害
者
更

生
相
談
所
な
ど
の
判
定
に
よ
り
、

知
的
障
害
者
と
さ
れ
た
人
（
療
育

手
帳
の
提
示
ま
た
は
判
定
者
の
証

明
書
が
必
要
）

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
（
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
提
示
が
必

要
）

③
身
体
障
害
者
手
帳
に
身
体
上
の

障
害
が
あ
る
旨
の
記
載
が
さ
れ
て

い
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

示
が
必
要
）

④
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
（
戦
傷
病
者
手
帳
の
提

示
が
必
要
）

⑤
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
内
、
そ
の

負
傷
や
疾
病
が
原
子
爆
弾
の
傷
害

作
用
に
起
因
す
る
旨
の
厚
生
労
働

大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

（
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
書
が
必

要
）

⑥
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介

護
を
要
す
る
人
（
医
師
の
診
断
書

が
必
要
）

⑦
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
年
齢
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の

障
害
の
程
度
が
前
記
の
①
ま
た
は

③
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
市
町

村
長
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

（
市
町
村
長
の
証
明
書
が
必
要
）

２
月
８
・
９
・
10
日
に

所
得
税
の
還
付
申
告

指
導

軽
４
輪
・
バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
の
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

特
に
、
車
を
処
分
し
た
・
他
人

に
売
り
渡
し
た
な
ど
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
廃
車
届
や
名
義
変
更
の

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
な
い
と
、
い

つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
今
す
ぐ

そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

軽
４
輪
・
バ
イ
ク

廃
車
届
は

お
早
め
に

届け出先 
原付（125cc以下）・小型特 
殊自動車（トラクターなど） 

２輪の軽自動車（125ccを 
超え250cc以下） 

２輪の小型自動車（250cc 
を超える） 

軽乗用車・軽トラックなど 

役場税務課 
（ 7113） 

軽自動車協会 
（ 059－234－8611） 

三重運輸支局 
（ 059－234－8416） 

 軽自動車検査協会 
（ 059－234－8431） 

※詳しくは、それぞれの届け出先へお問い合わせを。 

平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

農
業
所
得
標
準
が
廃
止
さ
れ
る
た

め
、
標
準
計
算
に
よ
り
申
告
し
て

い
た
人
は
、
今
後
は
農
業
所
得
を

収
支
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

収
支
計
算
を
す
る
た

め
に
は
、
収
入
金
額
の

わ
か
る
書
類
（
出
荷
伝

票
や
仕
切
書
な
ど
）
と

必
要
経
費
が
わ
か
る
書

類
（
領
収
書
や
請
求
書

な
ど
）
を
す
べ
て
確
保

し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
１
月
１
日
以
降

に
農
業
関
係
の
収
支
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
書

類
を
保
存
し
ノ
ー
ト
な

ど
に
記
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
収
支
計
算
の
方
法
や

記
帳
の
仕
方
な
ど
の
不

明
な
点
は
、
松
阪
税
務

署
個
人
課
税
部
門
（
TEL

０
５
９
８-

52-

３
０
２

４
）
へ
。

社会保険料控除 

生命保険料控除 

損害保険料控除 

医療費控除 

住宅借入金等特 
別控除 

国民年金保険料については、社会保険庁から送付され 
た「控除証明書」または領収書。その他の社会保険料 
については、支払金額が確認できるもの 

生命保険料控除証明書 

損害保険料控除証明書 

医療費の領収書 

①住民票の写し 
②住宅の登記簿謄本および売買契約書の写し（土地も 
購入された人は、土地の登記簿謄本および売買契約書 
の写し） 
③借入金の年末残高証明書 

●還付申告指導時に必要なもの 

平
成
18
年
分
農
業
収

支
計
算
用
資
料
、
領

収
書
等
の
確
保
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター1・2月の講座案内

●着付連続教室

町人権セン

ターでは、月

１回着付教室

を開いていま

す。１月の教

室は下記のと

おりです。

■とき １月21日（土） 午前10

時～正午

■ところ 町人権センター

※詳しくは、町人権センターへ。

●深野和紙の紙すき体験
ツアー

郷土に伝わる紙すきを体験しま

す。

■とき ２月２日（木） 町人権

センター出発＝正午、帰着予
定＝午後４時30分ごろ

■行き先 松阪市飯南町

■参加費 1,000円

■定員 20人（先着順）

■募集期間 １月16日（月）～20
日（金）の午前９時～午後５時

※詳しくは、町人権センターへ。

●ふれあいツアー

人と防災未来館などの施設を見

学します。

■とき ２月23日（木）～24日
（金）（１泊２日）
■行き先 人と防災未来館（神戸）、

野島断層保存館（淡路島）ほか

■参加資格 20歳以上の在住者

■参加費 19,000円

■定員 40人（先着順）

■募集期間 １月23日（月）～27
日（金）の午前９時～午後５時
※詳しくは、町人権センターへ。

生
涯
学
習
講
演
会

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

街
頭
で
人
権
啓
発

夜回り先生・水谷 修さんの講演会

少
年
院
の
篤
志
面
接
委
員
と
し

て
20
年
間
子
ど
も
た
ち
と
心
で
接

し
て
き
た
桂
　
才
賀
さ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
の
心
か
ら
の
叫
び
と
親

の
葛
藤
（
か
っ
と
う
）
、
教
師
へ

の
提
言
な
ど
を
熱
く
語
り
ま
す
。

■
と
き

１
月
14
日
（土）

受

付
＝
午
後
１
時
▽
開
演
＝
午
後

１
時
30
分

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
演
題

涙
と
感
動
を
あ
な
た
に

人
権
擁
護
委
員
や
町
職
員
ら
が

12
月
５
日
、
人
権
週
間
の
取
り
組

み
と
し

て
町
内

３
カ
所

で
街
頭

啓
発
を

行
い
ま

し
た
。

■
講
師

少
年
院
篤
志
面
接
委

員
・
落
語
家
　
桂
　
才
賀
さ
ん

■
定
員

５
０
０
人

■
申
し
込
み

不
要

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
。

福祉と人権のまちづくり講演会「夜回り先

生・水谷　修のメッセージ～いいもんだよ、

生きるって～」が12月６日、水谷　修さん

を講師に迎えて総合体育館であり、町内外か

ら約1,000人が来場しました。

夜の街に出かけ、子どもたちに声をかけ続

けている「夜回り先生」の穏やかなお話は、

心に響くものでした。

特
設
人
権
相
談
所

の
開
設

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

２
月
８
日
（水）

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年１月号年１月号 広報めいわ　2006年１月号 

県では、「三重の木と暮らす」住まいづくり支援事業と

して、「三重の木」を使って新築木造住宅を建設した人に

対して補助金を交付します。

■補助金額 36万円（200戸限定）

■条件 ①県内に自ら居住するために一戸建ての木造住

宅を新築し、県産材モニターとして協力していただけ

ること②新築木造住宅の構造部材等に、県産材「三重

の木」が50㌫以上使用されていること③新築木造住宅

の床面積が80平方㍍以上175平方㍍以下であること④

補助金を交付申請する年度の２月末日までに、棟上げ

が完了する住宅であること

■申請方法 棟上げ14日前までに必要書類を添えて、建

築地を管轄する県民局環境森林部森林・林業室または

県庁環境森林部森林振興室木材利用グループに提出。

申請書などの様式は、上記の提出場所または県庁環境

森林部森林振興室ホームページ（http://www.pref.mie.

jp./RINGYO/gyousei/work/info13.htm）で入手可

※お問い合わせは、三重県松阪地方県民局生活環境森林

部（TEL0598-50-0568・ファクス0598-50-0522）へ。

「三重の木と暮らす」

住まいづくり支援事業

明
和
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
で
は
、
１
月
か
ら
「
学
び
す
と

カ
フ
ェ
」
を
開
店
し
ま
す
。

生
涯
学
習
（
ず
っ
と
続
け
ら
れ

る
習
い
ご
と
）
に
つ
い
て
言
い
た

い
こ
と
、
教
え
た
い
こ
と
、
学
び

た
い
こ
と
、
ど
う
し
た
ら
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
学
べ
る
か
な
ど

を
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
話
し
合
い
ま

す
。
飲
み
物
も
少
し
用
意
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
店
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

開
店
し
ま
〜
す
「
学
び
す
と
カ
フ
ェ
」

「
男
女
（
み
ん
な
）
で
つ
く
る
い
き
い
き
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
12
月
４
日
、
「
男
女
（
み

ん
な
）
で
つ
く
る
い
き
い
き
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
ふ
れ
あ
い
交
流
会

（
松
阪
地
方
県
民
局
男
女
共
同
参

画
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会
、
明

和
町
男
女
（
み
ん
な
）
の
連
絡
会

主
催
）
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
フ
レ
ン
テ
み
え
鈴

山
雅
子
所
長
の
講
演
会
「
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

の
ほ
か
、
嬉
野
ア
イ
リ
ス
の
寸
劇

「
ご
近
所
の
底
力
」「
主
夫
」
や
映

画
「
ぷ
り
て
ぃ
ウ
ー
マ
ン
」
の
上

映
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
山
所
長
は
、
各
国
の
デ
ー
タ

と
日
本
を
比
較
し
な
が
ら
日
本
の

共
同
参
画
状
況
を
説
明
。
「
日
本

で
は
能
力
の
あ
る
女
性
が
活
躍
で

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
１
階
サ

ロ
ン
の
一
角

■
店
主

明
和
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課

■
連
絡
先

事
務
所
＝
TEL
52-

７

１
２
４
▽
店
＝
TEL
52-

７
０
１

２
■
そ
の
ほ
か

臨
時
休
業
の
場
合

は
同
館
玄
関
に
「
臨
時
休
業
」

と
表
示

※
詳
し
く
は
、
ご
来
店
い
た
だ
い

た
と
き
に
説
明
。
な
お
、
苦
情
・

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
は
対
象
外
。

嬉野アイリスによる寸劇「主夫」。

委
員
会
初
代
会
長
　
谷
川
　
健

さ
ん
・
三
重
県
地
域
振
興
部
地

方
分
権
室
主
幹
　
山
岡
哲
也
さ

ん
）

■
入
場
料

無
料

■
そ
の
ほ
か

託
児
、
手
話
通
訳

な
ど
が
必
要
な
人
は
、
１
月
20

日
（金）
ま
で
に
N
P
O
法
人
め

い
わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
TEL
52-

７
１
２
９
・
フ

ァ
ク
ス
52-

７
７
３
９
）
へ

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
と
き

１
月
29
日
（日）

午
後

１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午
後
零

時
30
分
）

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
内
容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝

帝
塚
山
大
学
法
政
策
学
部
教
授

中
川
幾
郎
さ
ん
▽
パ
ネ
ラ
ー
＝

上
野
地
区
自
主
防
災
組
織
ブ
ロ

ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
　
三
田
正
之
さ

ん
・
名
張
市
錦
生
地
域
づ
く
り

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『「
ひ
と
ま
か
せ
」
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り

〜
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私
た
ち
の
手
で
〜
』

き
て
お
ら
ず
、
も
っ
た
い
な
い
」

と
話
し
ま
し
た
。



急ぐほど 正しく はっきり 110番

警察相談 かけて安心 ♯9110

●110番は、緊急通報用の電話です

110番は、県下で91,538件（平成17年11月末現在）

が通報されており、年々増加しています。この中には、

緊急対応を必要としない相談などが数多くあり、緊急

通報に対する警察の対応が遅れる恐れがあります。

110番の目的に沿った、正しい利用をお願いします。

【困り事や悩み事は】

TEL059-224-9110または、「＃9110」（プッシュ回
線・携帯電話だけ可）へ。

●110番通報するときは、落ち着いて次のポイントを

要領よく通報してください

①いつ②どこで③何があったか④犯人は⑤あなたの住所、

氏名

●携帯電話からの110番は、次のことに注意してください

携帯電話で移動しながらの通報は、通話が途切れたり、聞

こえなくなったりします。必ず立ち止まってから通話をして

ください。また、県境付近は他府県の警察につながることが

あるので注意してください。

●聴覚障害者は次の手段をご利用ください

メール110番（miekenkei110@police.pref.

mie.jp）ファクス110番（059-229-0110）
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か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平

成
７
年
１
月
17
日
発
生
）」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的

な
防
災
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す

る
国
民
の
関
心
も
大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活

動
は
、
今
も
な
お
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で
い
る
「
新
潟
県
中
越
地

震
（
平
成
16
年
10
月
23
日
発
生
）」
の
被
災
者
に
と
っ
て
、
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の
後
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
の
防
災
関
係
諸
機
関
や
国
民
が
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に

災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

明
和
町
に
も
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
「
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
」。
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
第
一
で
す
が
、
も
し
無
事
に
助
か
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

可
能
な
限
り
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
高
齢
者
や

身
体
障
害
者
、
妊
婦
や
小
さ
な
子

ど
も
な
ど
は
、
周
り
の
手
助
け
が

必
要
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
思
い
や
り
と
助
け
合
い

の
心
が
、
災
害
を
乗
り
切
る
最
も

大
切
な
力
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
を
育
て
よ
う
！

〜
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
・
週
間
〜

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

育てよう 歴史を守る

防火の心

●文化財を火災から守ろう

防火設備の点検や整備、消防演習

などを実施して文化財を火災から守

るとともに、文化財愛護思想の普及

高揚を図るため、「文化財防火デー」

を中心に火災予防運動を展開します。

昭和24年１月26日、法隆寺（奈良

県）の金堂が火災に遭い、国宝の壁

画が焼失しました。その後も文化財

の焼失が多発したため、昭和25年に

文化財保護法が制定され、昭和30年に１

月26日を「文化財防火デー」と定めまし

た。以来、今年で52回目を迎えます。

町内には貴重な文化財が多数あります。

これらを後世まで伝えるのが、わたしたち

の使命です。そのためには、地域の人々や

関係機関が協力し、防災訓練・防災対策の

推進に努めなければなり

ません。

※詳しくは、明和消防署

（TEL52-5600）へ。

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

１
月
15
日
〜
21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
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広報めいわ　広報めいわ　2006年１月号年１月号 広報めいわ　2006年１月号 

11月16日 
～12月15日 

平成17年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

52件 

15件 

23人 

0人 

37件 

753件 

170件 

248人 

3人 

583件 

＋45件 

－19件 

－14人 

±0人 

＋64件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年12月15日現在） 

～思いやる　心ひとつで　事故はゼロ～ 

近
年
、
身
近
な
犯
罪
が
増
加
し

て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
駆
的

な
自
主
防
犯
活
動
団
体
の
代
表
者

な
ど
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

先
駆
的
な
自
主
防

犯
活
動
成
果
の

発
表
会
を
開
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松

阪
が
中
高
年
就
職

面
接
会
を
実
施

0（－3） 

0（－1） 

0（±0） 

0（±0） 

1（＋1） 

1（－2） 10（＋1） 

30（－3） 

2（＋1） 

11（＋3） 

0（－3） 

0（－2） 

0（±0） 

5（＋3） 

0（－1） 

■町内の刑法犯認知件数（平成17年11月１日～30日） 

※車上狙い・自販機荒らしに要注意。 
　車の中に貴重品を置かない。  

手　口 手　口 手　口 件数（昨年比） 件数（昨年比） 件数（昨年比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

自動車盗み 

オートバイ盗み 

自転車盗み 

部品盗み 合　計 

自販機荒らし 

万引き 

知能犯 

そのほか 

【
企
業
と
求
職
者
を
つ
な
ぐ
、

無
料
求
人
情
報
サ
イ
ト
】

■
ア
ク
セ
ス
先

パ
ソ
コ
ン
＝

h
ttp
://w

w
w
.y
a-m
atsu

sa

k
a
.c
o
m

▽
携
帯
電
話
＝

h
ttp
://w

w
w
.y
a-m
atsu

sa

k
a
.co
m
/k

（
い
ず
れ
も
24
時

間
ア
ク
セ
ス
可
）

■
対
象
者

35
歳
未
満
の
若
年
者

■
掲
載
情
報

正
規
従
業
員
、
常

用
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
短

期
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
募

集
情
報

■
閲
覧
料

無
料

【
求
人
・
雇
用
を
考
え
て
い

る
企
業
・
事
業
所
を
募
集
】

■
条
件

①
就
労
場
所
が
松
阪
管

内
（
松
阪
市
・
多
気
郡
）
②
松

阪
管
内
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
会
員
企
業
・
事
業
所
（
準

会
員
も
可
）
③
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
保
険
）の
適
用
事
業
所

■
登
録
料

企
業
登
録
・
求
人
情

報
登
録
と
も
に
無
料

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
域
雇
用
対

策
協
議
会
事
務
局
（
松
阪
市
商
工

観
光
課
内
・
TEL
０
５
９
８-

53-

４

３
６
２
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
９
８-

22-

０
０
０
３
）
へ
。

町では、「明和町地球温暖

化対策実行計画」に沿って、

平成14年４月から電気使用量

の削減や廃棄物の減量化など

に取り組んでいます。

役場と町施設のガソリン・灯

油・軽油・Ａ重油・ＬＰＧ・電気

使用量を比較したものが上の表で

す。平成16年度は目標削減率３㌫

を大きく下回り、平成15年度以降

は徐々に排出量が増加しています。

この要因には、小中学校の職員室、

図書室などにエアコンが設置され

たことや、パソコンの台数が増加

したことも考えられますが、今後

も温室効果ガスの排出削減に努め

ていきます。

■二酸化炭素排出量 

0 205,000 210,000 215,000 220,000
(㌔)

216,036.7㌔ 平成12年11月～平成13年10月（基準年） 

209,833.2㌔ 
削減率2.9㌫ 

平成14年４月～平成15 
年３月（平成14年度） 

212,057.8㌔ 
削減率1.8㌫ 

平成15年４月～平成16年３月 
（平成15年度） 

平成16年４月～平成17年３月（平成 
16年度） 

215,513.5㌔ 
削減率0.2㌫ 

役場と町施設の
二酸化炭素
排出量

■
と
き

１
月
27
日
（金）

午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

華
王
殿
（
松
阪
市
高

町
５
０
２
番
地
）

■
対
象
者

お
お
む
ね
45
歳
以
上

の
求
職
者

■
内
容

会
場
に
参
加
企
業
ご
と

の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
求
人
者

と
求
職
者
が
面
接
・
面
談
を
行

う
※
詳
し
く
は
、
松
阪
公
共
職
業
安

定
所
求
人
専
門
援
助
部
門
（
TEL

０
５
９
８-

51-

０
８
６
０
）
へ
。

若
者
の
就
職
・
雇
用
を
応
援
す
る

ヤ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ま
つ
さ
か

１
月
１
日
か
ら
全
面
運
用
開
始

や
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

■
と
き

１
月
29
日
（日）

午
後

１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

三
重
県
松
阪
庁
舎

■
内
容

先
駆
的
な
自
主
防
犯
活

動
団
体
の
成
果
発
表
・
意
見
交

換
※
詳
し
く
は
、
三
重
県
生
活
部
生

活
総
務
室
（
TEL
０
５
９
―
２
２

４
―
２
６
６
４
）
へ
。



で
に
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１

５
・
フ
ァ
ク
ス
52-

７
１
３
７
）

へ
※
詳
し
く
は
、
（社）
三
重
県
視
覚

障
害
者
協
会
（
TEL
０
５
９
―
２

２
８
―
３
４
６
３
）
へ
。
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（社）
三
重
県
視
覚
障
害
者
協
会

で
は
、
点
訳
奉
仕
員
を
養
成
す
る

た
め
、
初
級
講
習
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

■
と
き

２
月
10
日
（金）
・
13
日

（月）
・
17
日
（金）
・
20
日
（月）
・
24

日
（金）
の
計
５
回
　
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

県
人
権
セ
ン
タ
ー
３

階
大
セ
ミ
ナ
ー
室

■
受
講
対
象
者

県
内
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
人
。
ま
た
、
５

回
の
講
習
会
に
参
加
で
き
、
視

覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
人

■
募
集
定
員

50
人
（
募
集
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
な
ど

に
よ
り
決
定
）

■
講
義
内
容

身
体
障
害
者
福
祉

制
度
の
概
要
と
点
字
図
書
館
、

視
覚
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
、
点
訳
の
基
礎
知
識
お

よ
び
実
技

■
受
講
料

テ
キ
ス
ト
代
＝
６
３

０
円
▽
点
字
器
代
＝
１
４
０
０

円
（
初
め
て
点
字
を
学
習
す
る

人
の
み
必
要
）

■
申
し
込
み

１
月
20
日
（金）
ま

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
13
年
６
月
22

日
公
布
・
施
行
、
以
下
「
補
償
法
」

今年の４月１日から予防接種法

の改正により、麻しん予防接種と

風しん予防接種が麻しん風しん混

合予防接種に変わります。このた

め、麻しんおよび風しんの単独接

種は平成18年３月31日までとなり

ます。次の①②に当てはまる人は、

平成18年３月31日までに麻しんお

よび風しん予防接種を済ませまし

ょう。

①平成18年４月以降、２歳以上に

到達する人で、麻しん・風しん

予防接種を両方未接種の人

②現在１歳以上で、麻しんと風し

んのいずれかのみ接種が済んで

いる人

なお、麻しんと風しんの予防接

種をどちらも終了している場合は

該当しません。

※現在の年齢で麻しんと風しんの

予防接種をどちらも受けておらず、

平成18年４月以降対象年齢外にな

る場合、麻しん風しん混合予防接

種の対象とはなりません。実費で

の接種とな

り ま す の

で、ご注意

ください。

詳しくは、

福祉課健康

推 進 係

（T E L 5 2 -
7115）へ。

子どもの
麻しんまたは風しんの定期予防接種が
まだの人にお知らせ！

平成18年３月31日まで 

接
種
方
法 

ワ
ク
チ
ン 

の
種
類 

①生後12～24月未満で１回 
接種 
②小学校入学前年の４月１ 
日～３月31日で１回の計２ 
回（①で接種済みの人のみ 
対象） 

麻しん風しん混合ワクチン 
（ＭＲワクチン） 

麻しんワクチン 
風しんワクチン 

生後12～90月未満 
麻しんワクチン１回 
風しんワクチン１回 

平成18年４月１日から 

子
ど
も
の
思
春
期
（
小
学
生
低

学
年
か
ら
高
校
生
）
に
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
親
と
子
の
意
識
の
ず

れ
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
代
社

会
、
性
の
問
題
、
大
人
た
ち
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
た

め
、
家
庭
教
育
講
座
を
開
き
ま
す
。

■
と
き

１
月
28
日
（土）

午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
視
聴
覚

室
■
定
員

50
人

■
対
象
者

保
護
者
・
指
導
者
・

町
民

■
講
師

Ｍ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
み
っ
く
み
え
代
表
　
松
岡
典
子

さ
ん

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
TEL
52-

７
１
２
４
）
へ
。

家
庭
教
育
講
座
の

参
加
者
を
募
集

と
い
う
）
」
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い

た
人
は
補
償
金
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
支
給
の
対
象
者

平
成
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン

療
養
所
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い

た
人
で
、
補
償
法
施
行
日
に
生

存
さ
れ
て
い
る
人

■
請
求
期
限

６
月
21
日
（水）

■
そ
の
ほ
か

次
の
人
は
補
償
金

を
請
求
で
き
ま
せ
ん
①
既
に
補

償
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
②

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
人

※
請
求
に
必
要
な
書
類
、
そ
の
ほ

か
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
健

康
福
祉
部
医
療
政
策
室
（
TEL
０

５
９
―
２
２
４
―
２
３
３
７
）
へ
。

点
訳
奉
仕
員
養
成

講
習
会
（
初
級
）
の

受
講
生
募
集

ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
入
所
者
等
に
対

す
る
補
償
金
制
度
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ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 １月 1 8 日

（水）＝平成15年６月生まれ、
２月22日（水）＝平成15年７
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 １月 1 3 日

（金）＝平成16年６月生まれ、
２月10日（金）＝平成16年７
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 １月 2 0 日

（金）＝平成14年６月生まれ、
２月17日（金）＝平成14年７
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 １月 1 1 日

（水）・13日（金）・２月８日
（水）・10日（金）・＝乳幼児
と妊産婦で月齢は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・

電話番号を前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,087人　 

11,141人　 

11,946人　 

7,309世帯 

12月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

21人 

21人

55人 

56人 

11月中の異動 
 

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年１月号年１月号 広報めいわ　2006年１月号 

国
で
は
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺

族
に
対
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
、
特
別
弔
慰
金
（
第
８

回
特
別
弔
慰
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
請
求
期
限
に
関
わ
ら
ず
、

お
早
め
に
請
求
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
優
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、

１
　
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人

２
　
戦
没
者
な
ど
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

第
８
回
特
別
弔
慰
金
請
求
書

を
提
出
さ
れ
ま
し
た
か

弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
除

く
）

４
　
前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
前
記
１
〜
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
た
人
に
限
る
）

■
請
求
書
提
出
先

請
求
者
が
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
の
援
護
担

当
窓
口
（
明
和
町
在
住
の
人
は

福
祉
課
へ
）

■
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31

日
※
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉
課

（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

「補装具交付・修理」と「日常生活用具給付」

の福祉サービスについて、厚生労働省からの通

知により、１月から自己負担額が一部変更され

ました。

自己負担額（町民税非課税世帯）

※詳しくは、福祉課（TEL52-7115）へ。

１月から福祉サービスが
一部変更されます

（旧） （新）

●徴収基準月額　　　０円　　　　1,100円

●加算基準額 ０円　　　　 220円

障害者の皆さんへ



後２時～４時30分　会場は松阪高

等学校

■願書受付 ２月22日（水）～27
日（月）の午前９時～午後４時
（土曜・日曜を除く、27日は正午

まで）

■面接選考日 ３月10日（金）
※詳しくは、松阪高等学校通信制課

程（TEL0598-26-7522）へ。

熱田・伊勢125㌔初詣でウオーク

実行委員会が、第２回熱田・伊勢125

㌔初詣でウオークを開催します。

■とき １月12日（木）～15日
（日）の４日間（部分参加可）
15日のショートコースに参加する

人は午前10時に国史跡斎宮跡休憩

所へ集合

■コース 12日全ウオーク＝熱田神

宮～桑名七里の渡し跡（29㌔）・

ショートコース＝熱田神宮～海南

子どもの国（18㌔）、13日全ウオ
ーク＝桑名七里の渡し跡～勝速比

神社（35㌔）・ショートコース＝

桑名七里の渡し跡～四日市市役所

（15㌔）、14日全ウオーク＝勝速
比神社～JR松阪駅（36㌔）・シ

ョートコース＝勝速比神社～津駅

前（17㌔）、15日全ウオーク＝松
阪城跡～内宮（25㌔）・ショート

コース＝国史跡斎宮跡休憩所～内

宮（14㌔）

■参加費 ４日間参加＝2,500円、
１～３日間参加＝1,500円

※詳しくは、町民課（TEL52-7114）
へ。熱田・伊勢125㌔

初詣でウオーク
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
６
月
３
・
４
の
両
日
に
開
催

さ
れ
る
「
第
24
回
斎
王
ま
つ
り
」

の
出
演
者
お
よ
び
実
行
委
員
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
出
演
者
募
集
】

■
募
集
人
数

①
斎
王
１
人
▽
女

別
当
１
人
▽
女
官
（
内
侍
・
命

婦
・
女
孺
）
15
人
▽
采
女
３
人

②
近
衛
使
１
人
▽
検
非
違
使
２

人
▽
随
人
２
人
▽
陪
従
１
人
▽

風
流
傘
４
人
③
こ
ど
も
斎
王
１

人
▽
童
・
童
女
59
人
④
舞
人
10

人
■
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
（
平

成
18
年
４
月
１
日
現
在
）
の
未

婚
女
性
②
18
歳
以
上
（
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
）
の
男
性
③

小
学
校
４
〜
６
年
生
（
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
）
の
男
女
④

中
学
生
以
上
の
女
性

■
応
募
方
法

①
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
身

長
・
電
話
番
号
を
明
記
し
た
も

の
・
写
真
（
全
身
１
枚
・
胸
か

ら
上
１
枚
、
い
ず
れ
も
無
帽
無

背
景
・
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以

上
・
裏
に
氏
名
を
記
入
）
・
斎

王
ま
つ
り
出
演
応
募
の
コ
メ
ン

ト
（
２
０
０
字
以
内
）
を
２
月

25
日
（土）
ま
で
に
同
実
行
委
員

会
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
ち

込
み
②
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
身
長
・
電
話
番

号
を
明
記
し
た
も
の
・
写
真

（
全
身
１
枚
・
パ
ス
ポ
ー
ト
用

１
枚
、
い
ず
れ
も
無
帽
無
背

景
・
裏
に
氏
名
を
記
入
、
全
身

は
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以
上
）
を

２
月
25
日
（土）
ま
で
に
同
事
務

局
へ
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み
③

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
（
平
成
18
年
度
の
学

年
）
・
身
長
・
電
話
番
号
・
保

護
者
名
を
明
記
し
た
も
の
を
２

月
14
日
（火）
ま
で
に
同
事
務
局

へ
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み
④
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
身
長
・
電
話
番
号
・
保
護

者
名
（
未
成
年
の
み
）
を
明
記

し
た
も
の
・
写
真
（
パ
ス
ポ
ー

ト
用
１
枚
、
無
帽
無
背
景
・
裏

に
氏
名
を
記
入
）
を
２
月
14
日

（火）
ま
で
に
同
事
務
局
へ
郵
送

ま
た
は
持
ち
込
み
、
い
ず
れ
も

応
募
用
紙
は
自
由

■
選
考

①
一
次
選
考
＝
書
類
選

考
、
二
次
選
考
＝
一
次
選
考
通

過
者
の
み
３
月
19
日
（日）
に
い

つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
で
選

考
会
を
実
施
②
書
類
選
考
（
未

出
演
者
優
先
）
③
先
着
順
・
こ

ど
も
斎
王
（
女
子
）
は
後
日
抽

選
で
決
定
④
先
着
順

【
実
行
委
員
募
集
】

■
申
し
込
み

住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
同
事
務
局
へ
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同

事
務
局
（
〒
５
１
５
―
０
３
２
１

明
和
町
斎
宮
２
８
１
１
番
地
・

TEL
52-

０
０
５
４
・
フ
ァ
ク
ス
52-

７
２
７
４
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

h
ttp
://

saio
h
.su
b
.jp

・
E
メ

ー
ル
＝sa

i
o
h
@
fp
.su
b
.jp

）

へ
。

斎斎
王王
まま
つつ
りり
のの
出出
演演
者者
をを
募募
集集
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ふるさと会館では、地域の歴史や

文化・伝統の技などを知ってもらう

ために、第２回松阪紀勢界隈まちか

ど博物館展「技（わざ）」を開催し

ます。永年培った技や地域文化を通

して、この機会に職人の熱い志を感

じてみませんか。

■とき １月17日（火）～29日
（日）（閉館日を除く） 午前９時

～午後５時

■ところ ふるさと会館２階展示コ

ーナー

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-
7131）へ。

■とき ３月26日（日） 午後２時

～４時

■ところ イオン明和ショッピング

センター１階センターコート

■募集内容 楽器演奏を含む個人・

グループ（カラオケは不可、年齢

制限なし）

■申し込み １月20日（金）までに
明和町青少年育成町民の会へ

※詳しくは、同会（TEL52-7125・
Eメール＝ikusei-m@ma.mctv.ne.jp）

へ。

町社会福祉協議会では、弁護士に

よる「平成17年度巡回法律相談」を

実施します。

■とき ２月10日（金） 午後２時

～４時

■ところ 明和の里　会議室

■相談料 無料

■人数 ４～５人（先着順）

■申し込み １月15日（日）～20日
（金）に明和の里（TEL52-7056）
へ

※詳しくは、明和の里へ。

町民バレーボール大会の出場チー

ムを募集します。

■とき ２月５日（日）
■ところ 総合体育館

※申し込み・詳しくは、総合体育館

（TEL52-7130）へ。

明和町スポーツ少年団では、小中

学生のスポーツグループのスポーツ

少年団結成を援助しています。

※詳しくは、明和町スポーツ少年団

（総合体育館内・TEL52-7130）へ。

スポーツ少年団明和FCでは、団員

を募集しています。体験入部も歓迎

しますので、ぜひ練習を見にきてく

ださい。

■練習日 毎週土曜日　午前９時～

正午

■ところ 明和中学校第二グラウン

ド・サッカーコート（明和の里東）

■募集対象 町内の小学生でサッカ

ーの好きな男子

※申し込み・詳しくは、総合体育館

（TEL52-7130）へ。

第14回三重県百人一首かるた競技

大会の参加者を募集します。

■とき １月22日（日） 受付＝午

前９時～９時30分、競技開始＝午
前10時

■ところ 中央公民館

■参加資格 県内在住者（年齢、性

別は問わない）

■競技部門 ①正会員の部②一般の

部③中学生の部④小学生高学年の

部⑤小学生低学年の部

■参加費 １人1,000円（当日徴収）

■申し込み 申込書に必要事項を記

入の上、１月15日（日）までに三
重県かるた協会事務局（〒511-

0831 桑名市益生町25）へ提出

※申込書・詳しくは、同事務局

（TEL・ファクス0594-25-2613）へ。

■募集人数 普通科200人

■出願資格 三重県在住の人、年齢

は問いません。ただし、中学校卒

業、または同等の学力がある人

■提出書類 入学願書・出身中学校

の調査書

■学校説明会 ２月12日（日） 午

県立松阪高等学校
通信制の生徒募集

百人一首かるた競技
大会の参加者を募集

明和FC（フットボール
クラブ）が団員募集

スポーツ少年団
結成を援助

町民バレーボール大会
の出場チーム募集

弁護士による
法律相談を実施

明和音楽祭「FIRE FLY」
の出演者を募集

ふるさと会館でまちか
ど博物館展「技」を開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・４期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・10期

●介護保険料・10期
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 １月22日（日） 午後２時～＝絵本

「なりました」、紙芝居「がらがら九すけ」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】

１日（祝）～4日（水）・９日（祝）・10日（火）・
16日（月）・23日（月）・30日（月）・31日（火）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

10日（火）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
16日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
23日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
30日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●七種粥
ななくさがゆ

づくり
かつては正月15日に食べられていた七種粥を、

「延喜主水司式」に記載されている材料を使って復

元します。紀貫之も食べていた古代の粥づくりに挑

戦です。

■とき ２月11日（祝） 午後１時～３時30分

■参加費 500円

■定員 30人

■申し込み １月１日（祝）から来館または電話で
受け付け（先着順）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。
発
行
日
／
平
成
1
8
年
１
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

１
月
号
 
2
0
0
6
 

N
o
.4
5
8

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

新
し
い
手
帳
に
記
入
す
る
、
今
年
の
目
標
と
未
来

へ
の
な
っ
た
ら
い
い
の
に
と
思
う
希
望
。
や
っ
て
み

た
い
こ
と
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
何
行

に
も
並
ぶ
。
こ
れ
は
出
来
る
だ
ろ
う
か
？
や
っ
ぱ
り

無
理
か
な
あ
。
と
一
人
で
あ
れ
こ
れ
考
え
る
。
去
年

の
わ
た
し
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
項
目
を
チ
ッ

ク
。「
よ
く
で
き
ま
し
た
」「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
古
く

な
っ
た
手
帳
を
見
て
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
。

【
裏
・
斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
】
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
出
店
し
て
い
る
男
の
子
が
、
大
人
顔
負
け
の

人
寄
せ
上
手
。
巧
み
な
口
上
と
い
い
、
愛
想
の
良
さ

と
い
い
、
お
店
屋
さ
ん
の
ご
子
息
だ
ろ
う
か
…
と
眺

め
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
を
見
て
「
き
れ
い
な
お
姉
さ

ん
写
真
撮
っ
て
〜
」
。
危
う
く
そ
の
店
で
散
財
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
写
真
を
撮
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

■最大震度別地震回数（平成17年11月11日～12月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

49 24 12 0 0 0 0 0 0 85

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

わたしは、松阪

工業高校弓道部に

所属しています。

昨年10月に行われ

た国民体育大会の弓道競技団体に出場し、近的

で５位の成績を収めました。

弓道には小学校のときからあこがれていまし

たが、中学校では弓道部がなかったので、高校

は弓道部の活動が活発で、厳しいけどとても熱

心な先生が指導してくれるところを探し、今の

高校を選びました。

練習は厳しいけれど、良い友達が増えたし、

試合で勝ったときの喜びや集中力を得られたの

で、弓道をしていて良かったです。これからも、

今の実力に満足せずに、もっと上を目指してい

きたいです。

今月は神宮道場で新年射会があるので、２年

連続優勝目指して頑張りたいと思います。

新年射会で頑張ります

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-
5600

警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。

村上　愛さん

（蓑村）


